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１ 地震記録等からの分析結果および要因の絞り込み 

（１）駿河湾の地震の観測結果 

２００９年８月の駿河湾の地震は、発電所からみて北東方向３７．０ｋｍ（震央距離）の地点を震源とした地震

です。５号機の揺れは、３，４号機に比べて岩盤中で２倍程度大きい値を観測しました。また、５号機の揺れ

の増幅は、周期０．３～０．５秒付近の狭帯域でみられましたが、０．５秒より長周期側では他号機と同程度の

揺れとなっていました。 

（２）地震記録の到来方向別の分析結果 

駿河湾の地震の本震および本震付近で発生した余震では、約４００ｍしか離れていない号機間（５号機と４

号機）で揺れの違いがみられましたが、やや離れた地震や他方向から到来する地震波では、５号機が他号

機と同程度の揺れとなっていました。 

（３）要因の絞り込み 

駿河湾の地震における観測記録の特徴から、５号機の揺れが他号機に比べ大きかった主な要因は、敷地

近傍の深さ数百ｍ以浅の浅部の地下構造によると考えられました。(以上、２０１０年１月１９日公表済み) 

２ 地下構造特性調査（浅部地下構造の追加調査）の結果 
地下構造特性調査（追加調査）の一部の結果から、敷地の相良層（砂岩・泥岩による互層）において、局

所的に存在する構造として、砂岩の比率が５割を超える砂岩優勢互層が確認されています。その後の調査

結果から、５号機の地下３００～５００ｍで、砂岩優勢互層より上部に、地震波であるＳ波の速度が周囲の岩盤

に比べて３割程度低下している「低速度層」を確認しました。 

反射法地震探査結果によれば、特徴的な反射面を有している堆積層の一部に相当していることなどから、

「低速度層」は、５号機周辺から敷地外の東側に局所的に分布しているものと推定されます。 

３ 解析検討結果および地震動増幅の要因 

「低速度層」の分布を反映した地盤モデルを作成し、５号機増幅への影響について検討しました。その結

果、駿河湾の地震の本震方向からの揺れについて、５号機周辺の揺れに違いがみられることから、この「低

速度層」が駿河湾の地震で５号機の揺れが大きかった主要因であると考えられます。 

４ まとめ 

５号機の地下３００～５００ｍで、砂岩優勢互層より上部に、地震波であるＳ波の速度が周囲の岩盤に比べ

て３割程度低下している「低速度層」を確認しました。この「低速度層」は、５号機周辺から敷地外の東側に局

所的に分布しているものと推定されます。 

「低速度層」の分布を反映した地盤モデルによる解析の結果、駿河湾の地震の本震方向からの揺れにつ

いて、５号機周辺の揺れに違いがみられることから、この「低速度層」が駿河湾の地震で５号機の揺れが大き

かった主要因であると考えられます。 

今後、各種調査結果を総合的に分析し、解析モデルにおける「低速度層」の分布形状および物性値の精

度を向上させ、地震動増幅特性の検討を実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【「低速度層」について】 

大深度のボーリングＮｏ．２孔およびＮｏ．３孔を利用したオフセットＶＳＰ調査※２の結果から、両孔の間に周囲の

岩盤に比べＳ波速度が３割程度低下している「低速度層」の存在を確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
【地震動の増幅について】 

「低速度層」は５号機周辺から敷地外東側に局所的に分布してお

り、これにより５号機で地震波が増幅されたものと考えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駿河湾の地震（本震）では、５号機

では増幅がみられ、３，４号機では

みられませんでした。また、地震観

測記録の分析によると、３，４号機は、

５号機の場合に比べ、地震波の到

来方向による差異は小さく、これま

での地震で顕著に増幅した観測記

録はありません。 

 

 
 

                                                 以 上 

※１ 国のワーキンググループとは、総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会耐震・構造設計小委員会地震・津波、地質・

地盤合同ワーキンググループのことです。 

※２ オフセットＶＳＰ（Vertical Seismic Profiling）調査とは、起振車等により地表で弾性波を発生させ、ボーリング孔内の受振器で受

振することにより、地下構造を探査する手法の一つで、ボーリング孔から離れた地点の地下構造を知ることができます。 

当社は、２００９年８月の駿河湾の地震を踏まえた地下構造特性調査（追加調査）および地震観測記録の分析から、駿河湾の地震で発電所敷地内の揺れに違いが生じた要因の分析を実施しており、調査結果や評価がまとまった都

度、国のワーキンググループ※１に報告しています。今回、発電所敷地内の揺れに違いが生じた要因の分析について、これまでに報告した内容をとりまとめました。概要は、以下のとおりです。 

浜岡原子力発電所 駿河湾の地震で敷地内の揺れに違いが生じた要因の分析について（概要） 
＜別紙＞ 

「低速度層」は、５号機の地下３００～５００ｍで、砂岩優勢互層より上部にあり、砂岩の比率は４割程度です。 

「低速度層」の分布を反映した地盤モ

デルによる解析の結果、駿河湾の地震

の本震方向からの揺れについて、５号

機周辺の揺れに違いがみられました。 

５号機周辺では、地盤増幅率が大きくな

っており、揺れに違いがみられます。 

＊地盤増幅率は、入力に対する地表の増幅率で

す。Ｈｚは周波数の単位でヘルツといいます。

解析の精度上、０～３Ｈｚの範囲で評価します。 

＜地震波の増幅のイメージ＞ 

浜岡原子力発電所 

＜駿河湾の地震（本震）＞ 

地震波 
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「低速度層」を含む反射面に特徴のある層 

Ｓ波速度構造図 

青・高速度 赤・低速度 速度（ｍ／ｓ） 




